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１．ＮＥＤＯの紹介
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NEDOとは
●NEDOは、持続可能な社会の実現に必要な技術開発の推進を通じて、イノベーションを創
出する、国立研究開発法人です。

●リスクが高い革新的な技術の開発や実証を行い、成果の社会実装を促進する「イノベー
ション・アクセラレーター」として、社会課題の解決を目指します。

NEDOのミッション



１．ＮＥＤＯの紹介
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イノベーション・アクセラレーターとしてのNEDOの役割
技術戦略の策定、プロジェクトの企画・立案を行い、プロジェクトマネジメントとして、産学官
の強みを結集した体制構築や運営、評価、資金配分等を通じて技術開発を推進し、成果の
社会実装を促進することで、社会課題の解決を目指します。



１．ＮＥＤＯのご紹介
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２．材料・ナノテクノロジー部の紹介
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材料・ナノテクノロジー部が推進する4つの材料開発分野
金属・樹脂・セラミックスをはじめとする日本の材料産業は、世界的に高い技術力を有して

おり、製造業全体を支える重要な基幹産業となっています。また、物質の構造をナノ領域
（10-9m）で制御するナノテクノロジーの活用により、これまでにない優れた機能・特性を持っ
た新材料が登場するようになっています。

NEDOは、このナノテクノロジーを材料開発に生かしつつ、川上・川下産業、異分野異業種
の連携を図り、革新的な材料を創出することで、日本の産業技術力強化を目指しています。

また、2019年10月1日より、材料・ナノテクノロジー部にバイオエコノミー推進室を設置して
います。バイオ産業の更なる発展に向けて活動を進めていきます。

バイオエコノミー社会の実現に向けて、バイオテクノロジー
を利用した材料技術の開発を目指します。
【キーワード】バイオテクノロジー、スマートセル、ゲノム編集、
海洋生分解性プラスチック、セルロースナノファイバー

バイオエコノミー関連分野化学品製造プロセス分野

機能性材料分野構造材料分野

軽量・高強度を特徴とする革新的構造材料の開発を
目指します。
【キーワード】CFRP、マルチマテリアル、CMC、SiC、自動
車、航空機、エンジン

ナノ材料や新素材の新規機能発現や産業応用に向け
た技術開発を促進します。
【キーワード】ナノ材料、レアメタル、モーター、マテリアルズ・
インフォマティクス（MI）、AI、センサ、IoT

省エネルギー・低炭素社会を実現する革新的な化学
品製造プロセス技術の開発を目指します。
【キーワード】人工光合成、触媒、分離膜、有機ケイ素、
フロー合成、連続精密生産
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３．これまでのCNF関連事業

・CNF補強効果の確認
・一貫プロセスの検討

2005年度～2006年度
地域新生コンソーシアム研究開発事業(経済産業省)

・CNF化学変性の開発、
添加剤、樹脂の検討

2007年度～2009年度

・自動車、家電用途
CNF化学変性、添加剤の開発

2010年度～2012年度
NEDOグリーン・サステイナブルケミカルプロセス基盤技
術開発

コストダウン、用途拡大、社会実装促進
（主に助成事業）

2020年度～2024年度
炭素循環社会に貢献するセルロースナノファイバー
関連技術開発

企業において、CNF関連製品開発の中
心を担う即戦力人材を育成（拠点形成）

2020年度～2021年度
NEDO特別講座（人材育成講座）
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・高耐熱化、
成形性向上、
プロセス開発

2013年度～2019年度
NEDO非可食性植物由来化学品製造プロセス技術開発

・テストプラント建
設（星光PMC(株))

2013年度
イノベ拠点整備(経済産業省)

スケール
アップ

技術開発

・情報収集事業
2019年度
NEDOセルロースナノファイバーの市場及び技術動向調査
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４．ＣＮＦ事業の紹介①

世界的に石油消費量が拡大する中、輸入に頼る石油の価格上昇や枯渇リスク、CO2 排出量の
増大に伴う温暖化問題に直面しており、将来的に石油資源の供給リスクを克服し、かつ持続可能
な低炭素社会を実現していくためには、バイオマス等の様々な非石油由来原料への転換が必要
となっています。

成果適用イメージ

事業概要

炭素循環社会に貢献するセルロースナノファイバー関連技術開発事業

セルロースナノファイバーの社会実装に向けて、製造コストの抜本的な低減、実用
化促進のための技術を開発

低炭素社会の実現に向けて、CNF の製造プロセス及び用
途開発は進められているものの、実用化に達しているものは
未だ多くない状況であり、CNF の実用化、用途拡大のために
は、CNF の製造コスト低減が重要であるとともに、各製品用
途に応じたCNF の利用拡大への加速が必要となっています。

本事業では、CNF を種々用途に展開していくために、革新
的CNF 製造プロセス技術の開発（研究開発項目①）及び量
産効果が期待されるCNF 利用技術の開発（研究開発項目②
（1））を促進し、同時に多様な製品用途に対応した有害性評
価手法の開発と安全性評価（研究開発項目②（2））を行ない、
社会実装・市場拡大を早期に実現し、低炭素社会の実現に
貢献します。 11



研究開発項目①「革新的ＣＮＦ製造プロセス技術の開発」【助成事業】（事業期間：最大５年）
ＣＮＦ複合樹脂の製造コストを３００円～５００円／ｋｇ程度まで低減させるためには、
①生産性の大幅な向上による労務費、原動費の削減
②樹脂との相溶性を高めるための化学処理での薬品コストの低減等を含む製造プロセスの見直し

が必要であり、コスト目標を実現するために、従来の技術の延長ではなく、抜本的な見直しを行った新しい製造プロセス技
術の開発を行う。
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研究開発項目①「革新的CNF製造プロセス技術の開発」 研究開発項目②「CNF利用技術の開発」
（１）「量産効果が期待されるCNF利用技術の開発」

研究開発項目②「CNF利用技術の開発」（2）「多様な製品用途に対応した有害性評価手法の開発と安全性評価」
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研究開発項目②「ＣＮＦ利用技術の開発」（１）「量産効果が期待されるＣＮＦ利用技術の開発」【助
成事業】（事業期間：最大３年、２０２１年度および２０２２年度に追加公募を予定）
広く普及出来る可能性のある自動車、建築資材、土木資材、家電分野等に適用させていくため、各種用途に適した製造
技術の開発、成形・加工技術の開発等を行う。

研究開発項目②「ＣＮＦ利用技術の開発」（２）「多様な製品用途に対応した有害性評価手法の開発
と安全性評価」【委託事業】（事業期間：５年）
多様な用途への拡大が見込まることから、それら用途に対する安全性評価、及び企業が製品化の際に、各自で簡易的に
評価可能な有害性評価手法の開発を行い、事業化支援につなげる。

４．ＣＮＦ事業の紹介①



４．ＣＮＦ事業の紹介①

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

花王株式会社

大洋塩ビ株式会社

プラス・テク株式会社

日本製紙株式会社

宇部興産株式会社

東ソー株式会社

バンドー化学株式会社

星光ＰＭＣ株式会社

株式会社スギノマシン

大王製紙株式会社

芝浦機械株式会社

研究開発項目①「革新的ＣＮＦ製造プロセス技
術の開発」（7テーマ）

大建工業株式会社

利昌工業株式会社

ダイキョーニシカワ株式会社

進和テック株式会社

パナソニック株式会社

住友ゴム工業株式会社

日本製紙株式会社

研究開発項目②（１）「量産効果が期待される
ＣＮＦ利用技術の開発」（5テーマ）

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

国立大学法人福井大学

研究開発項目②（２）「多様な製品用途に対応
した有害性評価手法の開発と安全性評価」

２０２０年度の実施体制

13



４．ＣＮＦ事業の紹介②
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事業概要

プロジェクト名：NEDOプロジェクトを核とした人材育成、産学連携等の総合的展開
講 座 名 ：セルロースナノファイバー先端開発技術者養成に係る特別講座

「非可食性植物由来化学品製造プロセス技術開発／高機能リグノセルロースナノファイ
バーの一貫製造プロセスと部材化技術開発」プロジェクトの技術成果を人材育成や企業の
技術開発に有効に活用すると共に、新素材であるセルロースナノファイバーを幅広い分野
で実用化や普及を加速させる。当該、プロジェクトに参画していない企業の参加も積極的に
促し、セルロースナノファイバーを使用した製品開発における企業の裾野を広げる。

1. 人材育成
2. 人的交流等の展開
3. 周辺研究の実施



４．ＣＮＦ事業の紹介②
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事業内容



４．ＣＮＦ事業の紹介②

16

人材育成拠点の形成

④産業技術総合研究所中国センター（広島県東広島市）
※木質等から直接的リグノCNF製造技術とCNFの特性評
価技術を中心とした人材育成
※講座参加者が実際にサンプル作製・測定に携わって技
術習得を行う。
・バイオマス資源からの機械処理によるリグノCNF製造技
術
・リグノCNFの特性評価技術（形状、比表面積、結晶性等）
・リグノCNFの直接的樹脂・ゴム複合化技術

①京都大学生存圏研究所（京都府：宇治キャンパス）
②京都市産業技術研究所（京都府京都市下京区）
※京都プロセスで開発した技術を中心とした人材育成
※講座参加者は，京都大学・京都市産業技術研究所の
担当者のサンプル作製・測定に立ち会い，技術習得を行
う（電子媒体等での記録も含む）
・京都プロセスによるリグノCNF樹脂複合化技術
・京都プロセスによるリグノCNF複合材料成形加工技術

③東京大学農学部（東京都：弥生キャンパス）
※TEMPO酸化CNF関連技術を中心とした人材育成
※講座参加者は，東京大学の担当者のサンプル作製・
測定に立ち会い、技術習得を行う（電子媒体等での記
録も含む）
・TEMPO酸化CNF製造技術
・TEMPO酸化CNFフィルム化技術

NEDO・リグノCNFプロジェクトに参画していた事業者、下記の４機関(３拠点）が共同で参画
し、CNFの社会実装を拡大・促進するための「場」（拠点）を構築する。

・ リグノCNFのコアとなる京都プロセスによる樹脂複合化技術を持つ①京都大学生存圏研
究所、②京都市産業技術研究所

・ 特性評価のTEMP酸化CNFや特性評価技術を持つ③東京大学農学部、④産業技術総
合研究所中国センター
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情報収集事業「セルロースナノファイバーの市場及び技術動向調査」

５．ＣＮＦ関連調査

NEDOでは、ナノテクノロジー・材料技術分野の激しい国際競争を我が国が勝ち
抜くための技術開発を推進しており、同分野の技術開発事業の企画・立案、マネジ
メント等に資するための情報基盤としてロードマップを策定している。

2014年に作成された「製紙産業の将来展望と課題に関する調査報告書」（経済産
業省）の中で、CNFによる市場創造戦略とロードマップが示され、2030年には１兆円
産業に育成していくことが目標として掲げられており、その戦略の中で、市場拡大
には、製造コストの大幅なコストダウンの
ための革新的技術開発が必要と明示さ
れていました。

本調査（「セルロースナノファイバーの市
場及び技術動向調査」2019年度実施）に
おいて、CNFの最新の市場動向や技術動
向の調査を行い課題などを整理するとと
もに、今後の技術開発に向けた指針とな
るロードマップを策定しました。

NEDO成果報告書データベース： https://www.nedo.go.jp/library/database_index.html18

セルロースナノファイバーの普及・市場拡大戦略
CNF部材の更なる機能向上と工業的な生産基盤（技術・生産体制など）の確立により、循環型社会でのニーズに対応し普及・市場拡大を実現

自動車（輸送機器）

建設

電気・電子

パイプ・タンク
消費財
風力航空・宇宙

マリン・その他
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水系分散材料を中心とした普及

高分子／CNF複合材料の普及

オールバイオ材料の普及

700円／kg
（2024年）

500円／kg
（2030年）

300円／kg
（2040年）

CNF複合樹脂の更なる性能向上

高品質CNF部材の工業的生産基盤の構築

再生可能資源としての利用価値向上／循環型社会実現を背景とした普及拡大
（バイオプラスチック等のバイオマス資源との融合）

⇒ 新規市場創造目標：2兆円／年（2030年）、6兆円／年（2050年）

市場導入期は、水系分散材料
を中心とした高機能・付加価値
用途がCNF需要を創出 更なる市場拡大のためには自動

車部材を中心とした高分子複
合材料用途の市場創出が必須

カーボンニュートラルな循環型社社会を実現する戦略
材料として、社会全体に広く普及

価格戦略・
取組みの方向性

普及シナリオ・
市場拡大イメージ

CNF強化樹脂価格
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非可食性植物由来化学品製造プロセス技術開発

６．ＣＮＦ事業成果の紹介

成果事例①

CNF関連事業者の自主安全管理を支援する安全性評価手法に関する文書類を公開

産総研を主体とする産学連携グループが、試料中の微量なセルロースナノファイ
バ（CNF）を検出・定量する手法の開発や、吸入影響試験や経皮影響試験等の有
害性試験手法の開発、CNF粉体およびCNF 応用製品の製造・使用・廃棄プロセス
等におけるCNFの排出・暴露可能性に関する評価手法の開発を行い、確立した試
験手法や評価手法を3つの文書にまとめ、公開しました。

今後は、これら文書類を活
用してCNFを取り扱う素材メ
ーカーや消費者製品メーカ
ー等の安全管理を支援し、
植物由来の新材料として多
様な応用が期待されるCNF
部材の社会実装を後押しし
ます。

産総研HP： https://www.aist-riss.jp/assessment/45276/ 20



非可食性植物由来化学品製造プロセス技術開発

６．ＣＮＦ事業成果の紹介

成果事例②

「セルロースナノファイバー利用促進のための原料評価書」を公開

森林総合研究所を主体とする産学連携グループが、
木質系バイオマス（原料）の物性を明らかにしつつ、
原料をパルプ化、セルロースナノファイバー（CNF）化
して、これらの特性を明らかにし、原料の性質と関連
させ系統的にまとめました。さらにCNFの製造に携わ
る材料メーカーや利用に携わる製品メーカー等に、原
料・パルプ・CNFの特性と、さまざまなCNF を製品に
利用した場合の適性を示すことにより、原料の効率的
な選択を支援することを目的として「CNF利用促進の
ための原料評価書」にまとめて公開しました。

今後は本評価書を活用して、CNFの材料メーカーや
製品メーカー等のCNF 部材の社会実装を後押ししま
す。

産総研HP： https://www.aist.go.jp/chugoku/ja/event/2020fy/0326.html 21



ご清聴ありがとうございました。


